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環境省の統計資料によると、令和 2 年度の犬猫の殺処

分数は、23,764頭でした。 

その前年の令和元年の処分数は 32,742 頭で、比較して

1万頭近く減少していますが、並行して収容数も減少してい

ます。 

20年前は全国で年間50 万頭を超える頭数が殺処分

されていましたが、その後、動物愛護の気運が高まり、行政

も処分するセンターから譲渡するセンターへと門戸を広げ、

官民一体となった譲渡事業の成果もあって現在に至ります。 

不妊手術の促進や、終生飼育の啓発も大きな後押しにな

りました。 

 

当時の「保護犬／保護猫」というのは、 犬については、動物愛護センターや保健所に

収容され、処分寸前に助けられた、ほんの一握りの犬たちでした。  

地方では中型雑種犬が多く、まだ各地に野犬と言われる野良犬もいました。 

小型犬に関しては、毛玉だらけでボロボロか、皮膚病や大きな乳腺腫瘍がある、また高齢

で歯の状態が悪い犬も多く、引取り後に多くの医療費が必要でした。 

昨今は、ペットの需要が増えるのと並行して、飼い主放棄や家庭内繁殖での多頭飼育崩

壊も増え、ペットショップと見間違うほどに、多種多様のブランド犬が里親募集に並び、時

代は変わったと感じています。 

 

猫については、センターから積極的に譲渡されることは少なく、子猫／成猫ともに多く

が処分に送られていましたが、捨て猫や外暮らしの猫、そこから生まれた子猫など、今

でいうＴＮＲ（不妊手術して元の場所に戻す）の過程の中で保護された猫たちが

多くいたと思います。 

近年は、地域によっては「乳飲み子猫ボランティア」という授乳専門のボランティアさんも

いて、生まれたばかりの小さな命も助けられています。 

 

 

保護犬／保護猫というネーミングの一人歩き 

茨城県動物指導センターの収容棟 

毛玉で衰弱してセンター収容された 

シーズー♀うたちゃん 

TNR 現場から保護された親子猫 



話は戻りますが、以下の表は、「全国の犬・猫の殺処分数の推移」です（環境省の統計資料から）。 

近年まで犬の処分数の多くは、野犬（野良犬）として捕獲された犬や、雑種の子犬たち、高齢犬など、 

猫の処分数の多くは、生まれて間もない子猫が占めていました。 

近年、センター収容される犬は年々減少してきましたが、「保護犬」というネーミングの幅は広がってきました。 

動物愛護に関わる人が増え、関わるスタンスも十人十色、いろいろな考えがあります。 

もう繁殖には使えずに放出された繁殖犬や、一般家庭での多頭飼育により増えた多頭飼育崩壊から引取りされた犬もみんな

「保護犬」というくくりです。 

新しい飼い主を探すという意味で「保護犬」というネーミングはわかりやすいのですが、その出自も様々、経緯も様々な中、なんでも

かんでも「保護犬」でいいのだろうかと、正直、危機感を覚えています。 

 

例えば、繁殖場から放出される犬（繁殖引退犬／廃棄犬）は、本来であれば、業に使った事

業者（ブリーダー等）が自ら、終生飼育をする責任があり、それが難しい場合、業者自身で新し

い飼い主（貰い手）を探すべきです。 

その責任を取ることなく、引受先のボランティアが存在して、あたかもレスキューしたかのように「保護

犬」に仕立て上げて里親募集をすることも散見されます。 

犬1頭1頭の命の重みを考えれば、どのような形態であっても、幸せになってくれることが一番です。 

しかし、昨今、低料金で廃棄犬を引取り十分な世話もしない「引取屋」の存在、繁殖業者と結託する「下請けボランティア」の

存在、可哀想な犬を商品に仕立て上げ、金儲けの材料にするような「愛護ビジネス」と言われるようなことも横行しています。 

高額な費用を支払って引取りされた犬猫が、劣悪な環境下におかれていた「終生飼育施設」もありました。 

「保護犬」「保護猫」とういう名前がつけば、天下の王道を歩けるわけで、そこに至った問題は置き去りにされています。 

今一度、この現状を考える機会が必要です。 

 

放棄相談のあったラブラドール♂9歳 



 

 

昨年の会報で、動物愛護法改正について、4ページにわたり解説をしました。 

改正動物愛護法は、令和 2年（2020年）6月 1日から段階的に施行されています。 

振り返りで簡単におさらいして、今年から私たちが注目すべき事項を再掲します。 

昨年、長野県松本市で 1000 頭もの繁殖犬が杜撰な管理におかれ、獣医師でもない管理者が帝王切開手術まで行っていた

という、おぞましい事件がありました。こういった事件は、氷山の一角です。 

犬猫を売るペットショップの裏側に、多くの皆さんが疑問の声を上げていただけるようにと願っています。 

 

■2020年の動物愛護法改正で変わったこと 

①動物虐待の定義の明確化と罰則強化（2020年 6月 1日施行） 

動物への虐待などに対する定義が具体化され、罰則も強化されました。 

正当な理由なく、動物を殺したり傷つけたりする積極的な行為だけでなく、必要な世話を怠ったり十分な餌や水を与えないなど、

いわゆるネグレクトと呼ばれる行為も含まれます。 

罰則の強化 

・愛護動物をみだりに殺したり傷つけたりした者  5年以下の懲役又は 500万円以下の罰金 

・愛護動物をみだりに虐待した者、愛護動物を遺棄した者  １年以下の懲役又は 100万円以下の罰金 

  

②犬猫の販売日齢の規制（2021年 6月 1日施行） 

生体販売の規制を強める目的で改正されました。 

改正後は生後 56日を経過しないと販売できないことになりました。 

免疫力や社会性を高めるために、親兄弟との暮らす期間が重要になります。 

ただし、天然記念物に指定されている日本犬は、これまでどおり生後 49 日を経過すればよいこと

になっています。 

 

③数値規制（2022年 6月 1日施行予定） 

今まで劣悪ブリーダーに行政指導が入っても明確に問題点の指摘が出来ず、改善されてきませんでした。 

それを具体的に数値で示すことができる基準が、数値規制です。 

第１種動物取扱業者（営利）に限らず、譲渡団体等の第２種動物取扱業者（非営利）にも準用されます。 

私たち動物愛護団体も、シェルターの運営、犬猫の保管に関して、これから適正な管理/運用を考えていかねばなりません。 

 

飼育者 1 人あたりの飼育数  

2022 年（令和 4 年）6 月から繁殖用の犬は 25 匹、猫は 35 匹、

販売用の犬は 30 匹、猫は 40 匹とゆるめの上限を定め、その後は年

5 匹ずつ減らすとしました。 

2024（令和 6 年）6 月の完全施行では、 

繁殖用の犬は 15 匹、猫は 25 匹、販売用の犬は 20 匹、猫は 30

匹を上限となります。 

 

飼育施設の大きさや構造の規制  

例えば犬を 2 匹入れる場合の平飼い用ケージの広さは、体長 30 センチの小型犬では 1・62 平方メートル以上。 

寝床に入れっぱなしで飼育する場合は床面積を体長の 2 倍×1・5 倍以上、高さは体高の 2 倍以上とし、 

運動スペースに 1 日 3 時間以上出すことを義務化する。 

動物愛護法改正 繁殖業者の数値規制 

子犬同士で遊ぶことも心身の成長に 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上下運動を好む猫では、平飼い用のケージの中に、猫が乗れる棚を 2 段以上設置した構造にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母犬、母猫にとって負担となる繁殖については、犬猫ともに交配できるのは「6 歳まで」 

犬の場合は、出産 6 回まで、猫の場合は出産 10 回まで、という規制ができました。 

 

アルマ東京ティアハイムの保護猫ルーム 

シェルターの犬たちの運動は朝晩の散歩と、施設のデッキ＆裏庭で確保 



その他動物の愛護及び適正な飼養に関し必要な事項 

・犬又は猫を飼養又は保管する場合には、以下のいずれかの状態にしないこと。 

➢被毛に糞尿等が固着した状態 

➢体表が毛玉で覆われた状態 

➢爪が異常に伸びている状態 

➢健康及び安全が損なわれるおそれのある状態 

・犬又は猫を飼養又は保管する場合には、清潔な給水を常時確保すること。 

 

 

 

④犬猫の繁殖業者にマイクロチップの装着・登録を義務化（2022年 6月 1日施行予定） 

犬猫の繁殖業者等にマイクロチップの装着・登録を義務付け，それ以外の者

に対しては努力義務を課す規定が新設されました。 

これにより，動物の迷子等の際の便宜，居所不明の犬猫の所有者の捜

索，犬猫の遺棄の防止等に効果を発揮することが期待されます。 

一般の飼い主も「できる限り装着するように努力すること」が期待されます。 

マイクロチップを装着した場合は、一般の飼い主も登録が義務づけられます。 

 

マイクロチップの装着・登録は、災害時や飼育放棄の減少に効果があるといわ

れています。 

マイクロチップを読み取ることで、犬や猫の身元がわかります。 

ペットの命を守る観点からも、マイクロチップの装着は一定の拘束力があるとい

えるでしょう。 

 

新型コロナウィルス発生のニュースが伝えられてから早 3年目。 

コロナウィルスと共生せざるを得ない制限ある暮らしにも慣れてきた気がします。 

現在はオミクロン株の流行で感染者が急増しています。 

毎日毎日、この手のニュースばかりで多くの方は精神的にも疲弊していらっしゃるのではない

でしょうか。 

犬猫との暮らしを守るためにも、慎重に行動して、この危機を乗り越えていきましょう。 

 

 

 

飼い主死亡、入院、放棄、保護等での引取り相談は相変わらず多くあります。 

いかにして終生飼育をやり遂げるのか、ご家族の協力、愛護団体等のサポート、助け合いの仕組みづくり等、これからの大きな課

題です。 

私たちの愛する伴侶動物である犬猫たち。 

どうか引き続き、この子たちの未来のために応援していただけますと幸いです。 

2022年 1月吉日 

NPO法人アルマ 理事長／一般社団法人アルマ 代表理事  

竹本由実子 

 

アルマでは保護犬／保護猫にマイクロチップを装着しています 

毛玉だらけで遺棄されていたトイプードル 

適切な管理がなされていません。 

雪に大興奮 柴犬♂トニー  



 

 

 

  

幸せの一コマ♡思い出の一コマ 



 

 

１）関東圏の動物愛護センターから犬猫の引取／新飼い主への譲渡 

※放棄犬猫の引取協力を含む 

▶２０２１年 引取数  犬１４２頭  猫１１０頭 合計２５２頭 

▶２０２１年 譲渡数  犬１２６頭  猫１０３頭 合計２２９頭 

◆虹の橋  犬 7頭（はなまる、テディ、ミント、てと、松子、ピア、ロク） 

猫 4頭（ブルース、ほういち、キャリコ、一色） 

 

２）アルマ東京ティアハイムを拠点とした啓発活動および譲渡事業 

▶ボランティアの積極的な受入 

新規ボランティア受付数  ２０２１年 １２３名 

２０２１年の１年間で、延べ３,００２名のボランティア参加受入 

（２０２０年 ２,３５０名 と比較して２８％増加） 

 

▶２０２１年 社会貢献事業への参画＆学生インターシップ受入 

   親子参加のボランティア体験の受入（小学生/中学生） 

   大学生／高校生等の課題学習としてのボランティア活動の受入 

   大学生／専門学校生のインターシップ受入（５名） 

    

▶ティアハイムオープンシェルター里親会の開催 

２０２１年実績 計５１回 来場者 ９２０名 

開設以来、９年間で、計４５７回開催、 来場者 １２,４７５名 

   ※基本、毎週日曜日、月４～５回開催 

   ※コロナ禍の活動自粛で２０２０年 4月～６月、２０２１年１月開催休止 

 

３）犬猫に関する相談受付・対応（メール、電話等） 

年間 約１８０件 ※保護、放棄、迷子犬、多頭飼育崩壊等 

（内訳：一次相談受付 メール８５件、電話９５件） 

※緊急一時保護レスキュー犬猫 ８２頭（２０２１年） 

 

４）一時預かり家庭の犬を中心とした里親会の開催 

●２０２１年 11月３日 

MIYOKO ASADA &MISIA presents HELLO LOVE DOGS 保護犬里親会 

  会場：有明ガーデン・有明ガーデンパーク 

 

 

 

５）犬のふれあい・行政の譲渡会／啓発活動への参加 

●２０２１年１１月１４日 埼玉県民の日・犬猫譲渡会 

   ●環境省 防災パンフレットを冊子印刷して配布（随時） 

 

アルマの社会貢献事業 

茨城県動物指導センター 犬舎 

収容数は、なかなか減らない。不妊手術の徹底が必要。 

ティアハイムボランティアさんと河川敷までお散歩 

マルチーズ♀あむ 12歳も参加しました 

ティアハイムオープンシェルター里親会 

黒柴♂てる 14歳 

里親様募集中 

幸せになったキャリア猫♂ゆうた 



 

 

１）フリーマーケットの開催（２０２１年 計３回） 

   会場：しらこばと水上公園（１２月） 

        駒沢公園（４月、１１月） 

 

２）チャリティ商品の販売 

   壁掛け＆卓上カレンダー 

   啓発本 

「もしぼくにしっぽがなかったら」 販売 

              「イヌバカ！」（かなつ久美）販売 

 

３）ペット保険・アニコム損保代理店 2021/1～12月 

契約数実績 76件 ありがとうございました。 

ティアハイム運営費・管理費等に大切に使わせていただきます。 

 

 

アルマの活動に協賛してくださっている企業、個人の皆様 

 

 

活動資金のための収益事業 

私たちはアルマの活動を応援しています 

アメリ＆ピノちゃん 

かなつ久美先生＆チコママさん共著 

http://www.erile.co.jp/
http://www.rakuten.co.jp/5endama/
http://solari.jp/


 

 

一般社団法人アルマ／NPO法人アルマの決算報告の概要です。 それぞれ別法人で会期が異なります。 

「最後の砦」として活動するアルマでは、高齢や病気の犬猫も多く、かかる医療費が甚大です。 

医療費/保護費は、NPO法人アルマにて、令和２年９月～令和３年 8月で約 1,225万円となっています。 

ティアハイムの運営経費は、人件費に関わる経費が大きく、給料・法定福利費は、年間 約 1,255万円です。 

一般社団法人アルマ（アルマ東京ティアハイム）においては、NPO 法人アルマとの協働による保護犬猫管理費について若干の

見直しを行いながら、犬猫の飼養管理を適切に行えるような環境づくりと人員配置に努めています。 

 

一般社団法人アルマ（アルマ東京ティアハイム） 決算報告（第九期） 

 ▶令和２年度（会期 令和２年 7月 1日～令和３年 6月 30日）               単位：円 

  ※繰越金には決算時の未収金／未払金を加えた令和３年 6月 30日時点の現預金残高を記載しております。 

  ※その他管理費・・・ゴミ処理代、事務用品費、通信費、荷造運賃、広告宣伝費、支払手数料、保険料、税金、 

減価償却費、他 

  ※令和３年 8月 31日 第九期決算報告を作成し、税務署に申告済です。 

 

NPO法人アルマ 決算報告（第七期） 

▶令和２年度（会期 令和２年 9月 1日～令和３年８月 3１日）               単位：円 

※詳細はアルマ HPにて順次ご報告しております。 アルマ HP http://alma.or.jp/ 

   ※令和３年 11月 30日 東京都知事宛、事業報告書等を提出済みです。 

 

収入 支出 主な支出内容 

公益事業 

（寄付金 

/賛助会員） 

13,179,826 管理費 

（公益／収益） 

678,330 

11,393,184 

1,158,193 

271,393 

708,338 

2,727,835 

保護費等 

給料手当（社員 2 名・ｱﾙﾊﾞｲﾄ 6名） 

法定福利費 

旅費交通費 

水道光熱費 

その他、管理費 

収益事業 

（物販/管理費） 

8,678,193 

物販事業費 254,420 カレンダー製作等 

収入合計 21,858,019 支出合計 17,191,693  

当期経常増減額   4,666,326  

前年度繰越金 10,847,227    

繰越合計 17,715,352    

収入 支出 主な支出内容 

公益事業 

（寄付金／譲渡費

用／賛助会員） 

18,272,145 公益事業 15,290,972 医療費・保護費等 

管理費 4,737,900 事務局運営費・犬猫管理費・

旅費交通費等 

収入合計 18,272,145 支出合計 20,028,872  

 前年度繰越金 9,986,434    

 繰越合計 8,229,707    

決算報告  概要 

ダックス♂ピッツ 

http://alma.or.jp/


 

 

2021年も、様々な緊急相談の対応を迫られた 1年になりました。 

動物愛護センター収容の犬／猫の引取りの他に、アルマに直接寄せられた放棄相談や、多頭飼育崩壊現場、猫 TNR現場か

らの主なレスキューです。 昨今、飼い主事情での放棄相談が増えました。 

個人宅で多頭飼育崩壊する背景には、一人暮らし、高齢者など、社会とあまり関わりを持たない人が引き起こす場合が多くあり

ます。行政の手が入っても、状況の改善や飼育放棄をすることに時間がかかり、末期状態になってからやっと劣悪な環境下から犬

猫が救出されるというケースがほとんどです。全国各地に今も崩壊予備軍が潜んでいます。 

 

2021年 緊急レスキューの一例 

2021年 1月 衰弱子猫 2頭、高齢者住居立ち退きで成猫 2頭（都内） 

2021年 ３月 家族の病気で介護により飼育困難 小型犬 2頭（栃木） 

2021年 3月 飼い主の病気で犬 3頭（中型犬 3頭）（茨城） 

2021年 3月 飼い主死亡で 15歳の中型犬 1頭（都内） 

2021年 4月 飼い主の病気で 14歳の柴犬 1頭（都内） 

2021年 4月 多頭飼育崩壊 成猫 14頭（都内） 

2021年 4月 飼い主の事情で 14歳の成猫 1頭（千葉） 

2021年 4月 飼い主の事情で 9歳のラブラドール犬 1頭（都内） 

2021年 4月 ネグレクト飼育放棄 中型雑種犬 1頭（茨城） 

2021年 6月 飼い主の病気で 9歳のキャバリア犬 1頭（都内） 

2021年 6月 飼い主の病気で 12歳のシーズー犬 1頭（神奈川） 

2021年 6月 けいせつ基金経由で多頭現場の子猫 10頭（茨城） 

2021年 6月 飼い主の事情で成猫 1頭（弁護士経由）（神奈川） 

2021年 7月 地域猫 TNR現場から成猫 2頭＋子猫 3頭（都内） 

2021年 7月 飼い主の病気で 9歳のダックス犬 1頭（千葉） 

2021年 9月 多頭飼育家庭から小型犬 18頭（千葉） 

2021年 9月 地域猫現場から子猫 4頭（都内） 

2021年 10月 一般からの相談で負傷猫 1頭（都内） 

2021年 10月 多頭飼育チワワ 30頭家庭 うち 15頭（柏センター経由） 

2021年 10月 多頭飼育マルチーズ 60頭家庭 うち 12頭（埼玉センター経由） 

2021年 11月 多頭飼育家庭 9頭の放棄、うち 3頭（埼玉センター経由） 

2021年 11月 飼い主の事情で 16歳のダックス犬 1頭（都内） 

2021年 11月 飼い主の事情で中型雑種犬 1頭（埼玉） 

2021年 12月 多頭飼育家庭 犬 20頭の放棄 うち 5頭（埼玉センター経由） 

2021年 12月 多頭飼育ネグレクト家庭から猫 2頭（都内） 

 

現実はネグレクト飼育に関して動物愛護法の厳罰が適用されることは、ほとんどありません。 

2020年 動物愛護法改正内容 

緊急レスキュー トピック 

愛護動物を虐待したり捨てる（遺棄する）ことは犯罪です。違反すると、懲役や罰金に処せられます。 

愛護動物をみだりに殺したり傷つけた者→5年以下の懲役または 500万円以下の罰金 

愛護動物に対し、みだりにえさや水を与えずに衰弱させるなど虐待を行った者→1年以下の懲役または 100万円以下の罰金 

愛護動物を遺棄した者→1年以下の懲役または 100万円以下の罰金 

動物愛護法 

骨と皮 ネグレクト飼育から救出されたMIX♀幸 

個人宅の多頭飼育崩壊で引取りした小型犬たち 

個人宅の多頭飼育崩壊で猫 14頭の引取り 



 

 

▶平成２４年７月 

１０年間の活動母体・任意団体から法人化 一般社団法人アルマ 設立 

     非営利法人・アルマ（ALMA：Animal Life Matters Association） 

▶平成２４年１２月 

東京都葛飾区に動物保護シェルターと啓発活動の拠点として「アルマ東京ティアハイム」を開設 

▶平成２５年５月 

横浜市動物愛護センター／茨城県動物指導センターに登録追加 

 ※法人化以前の既存の登録センター 

   東京都動物愛護相談センター、千葉県動物愛護センター、埼玉県動物指導センター 

さいたま市動物愛護ふれあいセンター、柏市保健所 

▶平成２７年２月 

   特定非営利活動法人（NPO法人）アルマ 設立 

   アルマ東京ティアハイム（一般社団法人アルマ）との協働で活動に取り組む 

▶平成２７年 5月 越谷市保健所（越谷市動物愛護センター）に登録追加 

▶平成３０年９月 川口市保健所に登録追加 

▶令和３年８月 群馬県動物愛護センターに登録追加 

 

アルマ事務局   

〒124-0021   東京都葛飾区細田 5-11-12 

 電話／FAX 03-5876-7667    メール：alma_office@muse.ocn.ne.jp 

アルマの活動内容 

・センター収容犬猫たちの引取りと新しい飼い主探し  「最後の砦」として高齢・病気の犬猫の積極的な受入 

・啓発活動と一時飼養を兼ねた動物保護シェルター「アルマ東京ティアハイム」の運営 

・社会貢献活動として広くボランティアの受入   ・犬猫の飼い主の方への様々な呼びかけと啓発活動 

・一般から犬猫に関する相談の受付／対応、等 

これらの活動のための費用、および必要な医療費は、アルマ賛助会員の皆様の会費、一般の方からのご寄付、里親様医療費

一部負担金等によって支えられています。不幸な動物たちをなくすために、おひとりでも多くの方に賛助いただき、私たちの活動を

ご理解、ご支援くださいますよう心からお願い申し上げます。 

ご寄付の送金先●保護犬猫への医療費・保護費へのご支援 

・三菱 UFJ銀行 金町支店 (普)0226368 特定非営利活動法人アルマ  トクヒ）アルマ 

・ゆうちょ銀行 10000-1466031   トクヒ）アルマ 

●アルマ東京ティアハイム（一般社団法人アルマ）の運営費／啓発活動事業へのご支援 

・三菱 UFJ銀行 金町支店 （普通）0139595 一般社団法人アルマ 

・ゆうちょ銀行 10180-53042571 シャ）アルマ 

アルマの歩み 

ALMA NOTICE BOARD 

アルマで必要とするもの ※アルマ事務局宛、直接ご送付ください。日時指定はございません。 

（犬用）ドライフード（小型犬・中型犬用）、缶詰（成犬用）、ペットシート、フロントライン、マイフリーガード、駆虫薬 

（猫用）ドライフード、缶詰（子猫用、成猫用、老猫用）、猫用オヤツ（ちゅーる等）、駆虫薬、レボリューション、フロントライン 

（一般）消毒薬（バイオチャレンジ等）、トイレットペーパー、キッチンペーパー、洗濯用洗剤、柔軟剤、ゴミ袋（45ℓ）、布製ガムテープ、ハンド

ソープ詰替え、ウンチ袋、犬用シャンプー（低刺激）、※古毛布、古タオルは収納場所が限られていますので在庫をご確認の上、お送りください 

切手(1 円～)、ハガキ（書き損じ可）、金券等も助かります。事務局宛、お送りください。〒124-0021 葛飾区細田 5-11-12 アルマ事務局 

http://www.alma.or.jp/


アルマ賛助会員  

募集のご案内 
いつもアルマの活動を応援いただき、ありがとうございます。 

NPO法人アルマ／一般社団法人アルマでは、私達の活動を今後も継続するため、また新

たな活動を広げていくために、賛助会員になっていただける方を広く募集しております。 

いただいた会費は、センター収容の犬猫のための医療費・保護費、またアルマ東京ティアハイム（動物保護シェルター）の運

営や啓発活動のために、大切に使用させていただきます。皆様のご協力によって私達の活動は支えられています。 

犬猫の命を繋ぐ活動のみならず、地域社会に貢献できる事業として、今後も努力してまいります。不幸に処分される犬猫たちが

1頭でも減り、動物に優しい社会になりますよう、アルマの活動への末永い応援をどうぞよろしくお願い致します。 

 

 

■ご送金方法 （以下の３通り） 

１）同封の振込用紙にてご送金ください。 

ご住所・ご氏名を確認させていただくことが容易です。ご協力いただけますと幸いです。 

 

２）以下のネットショップ経由で受付しております。 

NPO法人アルマ賛助会員/アルマ東京ティアハイム賛助会員のカテゴリーからお申込みください。 

●アルマ・ファミリーサポート基金 

http://alma-support.shop-pro.jp/ 

   アルマ HP トップのファミリーサポート基金バナーよりお入りください。 

 

３）直接、振込していただくことも可能です。 

    ゆうちょ銀行 10180-53042571 シャ）アルマ 

    他金融機関からのご送金 店名〇一八（ゼロイチハチ） 普通 5304257 

   ※ご送金いただいた際は事務局宛、ご連絡をお願い致します。 

 

■アルマ事務局  

〒124-0021  東京都葛飾区細田 5-11-12   

NPO法人アルマ／一般社団法人アルマ（アルマ東京ティアハイム） 

電話/FAX 03-5876-7667 メール alma_office@muse.ocn.ne.jp 

         アルマ HP  http://alma.or.jp/ 

■2022年 賛助会員募集   随時 

■会員  

個人賛助会員 一口  3,000円（何口でも） 

法人賛助会員 一口 50,000円（何口でも） 

■会員特典 年に１～2回の会報発行／オリジナルチャリティグッズ等の進呈 

その他、イベントご案内等 

センターから引取りの子猫たち 

MIX♂萬平 10歳 里親様募集中 

トイプードル♀スフレ 推定 12歳 

http://alma-support.shop-pro.jp/
http://alma.or.jp/

